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　2008年5月より、タイで生産をしているインバータ製品の梱包材として使用している、ダンボール、
緩衝材、ラップ材などのリサイクルを推進する取り組みを始めました。国内空港に着荷した製品を、直
接お客様までトラック便でお届けした際に、梱包材として使用したダンボール、緩衝材、ラップ材を併
せて回収します。使用済みの梱包材を積んだトラックは再び空港へと戻り、空港内で分別作業後、それ
ぞれの種類に応じた機械で圧縮加工後、リサイクル業者にリサイクル材として売却をしています。　 

　物流による環境負荷を低減する取組は企業が果たす重要な役割と言えます。 
ミネベアグループでは、モーダルシフトを始めとしてCO2や大気汚染物質の排出低減に配慮した物流に取り
組んでいます。 
 

◎ダンボール・緩衝材・ラップ材などのリサイクルの推進 

物流の環境配慮 

国内空港 


